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“学ぶ”は“真似ぶ” ～培われていく知中の伝統～

校長 對 馬 寿 恵

学校再開から１ヶ月、新しい生活様式にも少し慣れ学校生活に日常が戻ってきたよ

うに感じます。ただ、マスクをした生活や前を向いて静かに食べる給食、グループ学

習や歌唱など不便なところも多くあります。２４日に避難訓練（火災）を実施したの

ですが、サッカーグラウンドへの避難が今年度初めて全校生徒が集う場となりました

（もちろんソーシャルディスタンシングで）。例年であればこの時期までに全校集会や行事で当たり

前の光景なのですが、昨日は全校生徒を前に“ああ、今全校生徒が目の前にいる”と感慨深い気持ち

になりました。（ちなみに･･避難訓練については整然とした立派なようすだったと消防の方からお褒

めの言葉をいただきました）

さて、今回は「学ぶ」という言葉について書きます。「学ぶ」の語源は「真似ぶ」です。「真似ぶ」

というのは呼んで字のごとく真に似せることです。国語辞典には次のように書かれています。【学（ま

ね）ぶ】①まねする。まねて言う。②見聞きしたことをそのまま人に語る。③学問・技芸などを習得

する。何かを学ぶということは、最初は真似ることから始まるということです。世の中を見渡すと、

完全なオリジナルというのはほとんどありません。なんと真似ばかりの世界なのだろう！と思うくら

い、真似で溢れています。でも、“それって学ぶことなんだ、よくなりたいってことなんだ”という

こともできるのです。私は生徒と毎朝玄関や教室であいさつを交わします。知内中学校は「日本一丁

寧なあいさつ」を目指し、“語先後礼（言葉を先に発しその後に礼をするという型）”を実践していま

す。着任当初から感心していましたが、じっくり観察すると、やはりと言うべきか１年生と２・３年

生のあいさつの姿に差がありました。しかし、最近は１年生も“語先後礼”を実践し美しいあいさつ

をする生徒が増えています。それは厳しく言われたとか指導をうけたということではなさそうです。

入学後先輩たちが自然に行っていることを毎日目にし、真似ていくことから現れている変化です。こ

のような振る舞い一つをとっても、人は人から学んでいきます。日本古来の茶道、武道、芸術等の教

えの中で、「守破離（しゅはり）」という教えがあります。まずは師の教えを徹底して守り、次に自分

なりの師の教えに工夫を入れ、最後は師から離れてオリジナルを見つけるという考え方です。知内中

学校の場合も、毎年入学してくる１年生が今年のように先輩たちの型を真似ることで美しいあいさつ

を身につけ学年が上がるごとにその姿が洗練されていく、知内中学校の素晴らしい伝統のひとつです。

＜学校教育目標＞
愛：豊かな心をもち、人とのつながりを大切にする生徒
健：心身ともにすこやかで、逞しく生きる生徒
創：知性をみがき、自らを活かそうとする生徒

＝ お 願 い ＝

年度当初にも文書を差し上げておりましたが、本校

ではお子様を送迎する際、登下校時の生徒の安全確保

・スクールバスの運行経路確保と危険回避のため玄関

前ではなく駐車場での乗り降りと経路の指定をお願い

いたしております。ご不便をお

かけしますが、ご理解の上ご協

力をお願いいたします。



24 金 スポーツの日

16 木 教材費集金日①   ８/４　第1学期終業式

３年生：性に関する指導

13 月 basic　～17日（金） 23 木 海の日

金 教材費集金日②、スクールカウンセラー来校日

10 金 スクールカウンセラー来校日 20 月

3 金 ソーシャルスキル、スクールカウンセラー来校日 17

15 水 キャリアカウンセラー講演会、職員会議

６月17日(水)に学校運営協議会をおこないました。ＰＴＡ三役会議と同様に滞っ
ていた協議会を実施し、今年度の学校経営方針が承認されました。３密を避けるた
め会議室でおこない、校長より今年度の教育活動や学校再開後の子どもたちの様子
などについて話があった後、全体で意見交流をおこないました。意見交流では、
「夏季冬季休業中を縮減することで授業時数の確保に努めていること」「中体連の
大会が中止となり、３年生のモチベーションを維持するために代替試合が開催予定
であること」「令和３年度の公立高校の入試に関して、日程や出題範囲の変更点が
今のところ無いこと」「特色ある教育活動の一つである農業・職場体験学習に変わ
るキャリア教育の充実について」等、交流しました。教育長から、「ＩＣカードに
よる勤務時間の管理」「定時退勤日・時間外勤務縮減強調週間の設定」「学校閉庁
日や部活動休養日の設定」等についてお話をいただきました。０００００００００

７月の主な行事予定

６月11日(木)にＰＴＡ三役会議をおこないました。４月に予定していたＰＴＡ総
会が書面開催となり、その後臨時休業で見通しが持てませんでしたが、ようやくこ
の日、三役員が集まり顔合わせをすることができました。校長より、「子どもたち
の安全確保」「学力を身につける」「感染源を未然防止する」という３つの視点か
ら今年度の夏季・冬季休業期間の短縮や学校行事の精選などについて説明をいたし
ました。議事では、３つの視点も生かし、今年度の活動方針見直しやＰＴＡ・体育
文化後援会費の減額について話し合いました。話題を通して、三役員のご理解を得
ることができ、令和２年度のＰＴＡ活動がスタートラインに立つことができました。
今後は、常任委員・学年委員会もおこなっていく予定です。００００００００００

学 校 運 営 協 議 会

６月22日(月)晴天の下２年生が町の花いっぱい運動に参加しました。例年、技術の栽培の学習を兼ねて、プランター

や花壇にマリーゴールドやサルビアを植栽しています。この日は、プランターに花を植え替え、その後手分けをして、

国道沿いに並べたり学校花壇に引き続き植栽をしました。おかげで学校周辺がとても華やかになりました。今後は水や

りなどの手入れを行い、長い期間楽しめるようにしていきたいと思います００００００００００００００００００００

Ｐ Ｔ Ａ 三 役 会 議

2 年 生 花 一 杯 運 動 に 協 力

６月１日(月)から学校が通常再開となりました。５月の中旬から分散登校をおこない、子どもたちの体調の様子や学
習課題を提示してきました。また、後半から学年別や全体登校日を設け、学校生活に徐々に慣れた子どもたちは、通常
登校になる日を楽しみにしていました。校内では、学校の新しい生活様式にそって授業が再開されています。子どもた
ちは、３密にならないように気を付けながらも学校生活を楽しんでいます。２日(火)からは、部活動も再開し、体力づ
くりや技術の習得に精を出しています。通常の学校生活に戻りつつありますが、今後も子どもたちの安全を確保するた
めに、校内でも新しい生活様式を意識しながら学校運営を心がけていきたいと思います。０００００００００００００

生 徒 会 書 記 局 緑 の 羽 根 募 金 寄 付
６月８日(月)から生徒会書記局による緑の羽根募金活動を行いまし

た。この募金活動は昭和25年に始まり、国土緑化に大きな役割を果た
してきました。知内町も林業が盛んな町ですので、収益金が森林整備
を行う団体の支援にも使われているそうです。書記局員は、期間中毎
朝呼びかけを行い、生徒や教職員から募金を募り、12日(金)の放課後
に、役場企画総務課の担当の方に手渡してきました。ご協力ありがと
うございました。０００００００００００００００００００００００

学 校 再 開 通 常 授 業 始 ま る

体育：走高跳

３年Ａ組

1･3年B組,1年C組

２年Ａ・Ｂ組１年Ａ組

任命式 自己紹介

教育長より意見交流


